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　 演習

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２２Ｆカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】ヒトと環境にやさしい機械を創造 卒業研究に役立つための背景・専門知識を身につける。　
するための専門的知識と課題解決能力

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】コミュニケーションおよび情報収 先行研究の手法や成果をまとめ説明できるようになる。　
集・発信能力

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】課題解決に向けて自主的・継続的 関連研究の論文をみつけることができるようになる。
に学習・計画・実行できるデザイン力と実行力

⇔

２４Fカリ･機械ﾛﾎﾞｯﾄ･ﾊﾞｲｵｺｰｽ, ２３Ｆカリ･機械ﾛﾎﾞｯﾄ･ﾊﾞｲｵｺｰｽ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】課題解決に向けて自主的・継続的 ・卒業研究に役立つための背景・専門知識を身につける。　
に学習・計画・実行できる能力を有する ・先行研究の手法や成果をまとめ説明できるようになる。　

・関連研究の論文をみつけることができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 バイオエンジニアリングの各専門分野に関連した技術文献、研究論文、専門書などを取り上げ、参加者
が輪番で講義ないしは発表し、討論を行う。

(5)授業計画 輪講は各配属研究室において実施するため、その内容は各研究室で指定された計画に基づいて履修する。
内容は卒業研究テーマと連動している場合が多い。

(6)成績評価の方
法

発表（紹介文献の理解と説明）と討論への参加態度などから総合的に評価する。

(7)成績評価の基
準

(a) 輪読した論文と書籍の内容をレジュメや発表資料として纏めることができる
(b) (a)で作成した資料を基に研究室のメンバーの前で発表することができる
(c) (b)の発表に対して質問やコメントをすることができる
(d) (c)の質問やコメントに対して十分に説明することができる

(a)-(d)項目を満たして、分かりやすい資料作成と発表、的を得た質問と活発な議論かつ教員を感心させ
ることができれば「卓越している」。
(a)-(d)項目を満たして、分かりやすい資料作成と発表、的を得た質問と活発な議論ができれば、「かな
り上にある」。
(a)-(d)項目を満たしていれば、「合格水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

授業前に輪講テーマについて図書館等を利用して予習し、授業後は輪講で出された課題に取り組み、レ
ポートや発表資料を作成する。

(9)履修上の注意 卒業研究の背景・内容・成果にもつながる授業科目である。
国際的なスキルアップをねらうためにも外国語（特に英語）の論文を読みこなすよう努めること。

(10)質問,相談へ
の対応

指導教員の指示に従うこと。

(11)学生へのメッ
セージ

学術的な資料を読みこなし、その内容を聴講者に説明するという形態を取ることが多い。
適切な説明をするためには相当量の調査と準備が必要になる。
輪講を通じて自らの知識を深め、広げること。参加メンバーに理解してもらうためのわかりやすい発表
スキルを身につけること。
どれだけ精力を注いで準備をするかによって、学生諸君の知識と能力の向上に差がでると言ってよい。

(12)その他 座学ではありませんが，本授業に取り組む時間は必要です。月曜日から金曜日までの日中，毎日きちん
と卒業研究に取り組むのは，この単位取得の必要条件です。

【教科書】 配属された研究室の指導教員の指示による。

【参考書】 配属された研究室の指導教員の指示による。


